












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ????? ??? ?
????
??????? 。? ? ??
　275．45
土1玉2．51
2　時　間
1一一2
時　間
???????? ????????71
R7
?．??????????????
計
　293．22
±114．38
68
T9
O3
X6
?????????????
　568．67
士140。64
3　時　問
2一・3
時　間
0?202
●
??????????????? ????
201．60
士58．41
?
???
27
コ
079
O
　770．27
±161．39
4　時　間
3・一4
時　間
???
．
????????
164．40
士57．32
計
1，250．22
　601，45
　843．40
1，164．12
1，115．30
875．19
867．M
　615．43
1，184．05
832．72
879．32
1，036．39
　943．05
979．75
971．26
833．20
890．67
　934．67
士216．26
6　時　間
4・一6
時　間
????????，????????????????
計
8　時　聞
166．39
±91．80
6・一8
時　間
1，448．87
838．49
1，012．71
Z，329．67　i
1，332．22　1
1，015．47
1，000．42
　973．19
1，324．27
　933．07
1，076．32
1，191．19
1，062．90
1，116．49
1，077．49
1，069．70
1，095．47
計
1，101．06
±203．46
? ????????????????????
??
???
??
??
111．14
±47．51
1，572．07
1，01231
1，145．84
1，332．87
1，316．07
1，075．13
1，145，59
1，068．07
1，456．67
1，007．56
1，ユ32，22
1，320，94
工，104，18
1，248．99
1，183．87
1，176．70
1，257．47
1，212．20
±　191．50
24　時　間
8　・一i　24
時　間
26
U0
?．??????????????
　450．74
士132．35
計
1，838，95
1，619．16
1，484．46
1，848．88
1，751．44
1，676．05
1，790．59
1，387．25
1．747．27
1，428．54
1，508．47
1，753．74
1，385．62
1，834．95
1，786．65
1，703．45
1，714．34
1，662．94
±159．96
N
?
?「??????、㌧???
???????????
11巻2／3号 横江一肝臓機能とグルクロン酸 171
の傾向は何れも」血中濃度の消長と平行することを認めた。
　つぎにこれを遊離並びに抱合G別にみると第23表の如
く，逝離G24時問排泄量は健康例平均623．80±101．46　mg
肝障碍1，333．43士176．91mgで総：G同様明らかに肝障碍例
は対照に比して増加を認める。抱合G24時聞排泄量につ
いては，対照平均329．55±71．71mg，肝障碍例においては
260．93±16．25mgで，肝障碍時に一見減少を思わせるが，
推計学的には有意差を認めない。
　3）G静豚内負荷試験：健康対照並びに肝障碍例につ
いて早〕引墨腹時にG29を静注し，経口投与の場合と同様i
の方法で血中G濃度及び尿中排泄量を時間的に比較掛母川
した。
　血中濃度は第24表，第11図の如く，何れも1時聞値が
最高を示し，健康例がやや高い。また6時聞値は対照平均
5．59士1．54mg／d¢，肝障碍例6．03土1．03　mg／dzと，ともに
ぼほ投与前値に復し，両者の6時聞値は肝障碍時にはやや
高い値を示すが，推計学的には差異を認めない。この6時
間値に対する投与前値を比較すると，健康例では1．00～
1．15，肝障碍例は1．05～1．37でやや後者の方が高いが，経
口投与に比較するとその差は僅少である。
　尿中排泄量については第25表，第11図の如く，何れも
1時聞同が最も多いが，肝障碍例の方力靴較的少ない。24
時聞の排泄量についてみると両吟とも投与量の平均95％
以上が排泄され，推計学的にも両者問に有意の差はみられ
???????
考50025
2Deo　20
［．50Q　IE
J
peo　Io
Soo　s
o　　　o
健　　康　　例?
レ1ヨラ三三ヨ1陣??
回＼｝血液）
ない。
　4）G長期投与例についての観察＝つぎに治療のN的
で1日2～3g宛，総量25～66gを使用した8例について
それぞれ使用の前後に，上記方法で経口負荷実験を行ない，
その成績を比較した。　第26表の如く，肝障碍の軽快した
4例においては，その経過に伴なって負荷血中G濃度の上
昇率は低下を来し，最高値2時間目において11．28±1．86
mg／dlZより，10．53士1．15　mg／d£と低下し，6時間値｝⊂おい
ても8．幻±o．24mg／dZより6．88±o．71mg／d¢と投与前値え
の接近を示した．尿中排泄量も正常値に近づいた。
　これ対して肝障碍が不変ないし増悪の傾向を辿った4例
については第27表の如く，血中濃度については何れも最
高2H掃r値が13．09±4．87　mg／dzより15．14土1．43　mg／dzと
上昇を来し，6時闇目においても連用後の濃度が上昇した。
尿中排泄量も連用後に増加を示した。
　負荷後6時問目のtiri．中濃度と投与前濃度の比を比較する
と，軽快例では治療開始前1．30～1．50，連用後は1．04～1．30
であり，これに対して不変ないし増悪例においては治療開
始前2．30～3。00，連用後2．46～3．10を示し，かかる比率の
高低により予後の判断が可能であることを確かめ得た。
　5）肝臓疾患以外の症例について経口負荷試験＝つぎ
に参考までに肝障碍の著明でない胆道疾患，胃腸疾患並び
に腎疾患について上記G経口負荷により同様の実験を行
なった。
肝　障　碍　例
???????? ?
［一
→」
?
???????????????　　??
　　
@〆ﾃ
??????? ???
??????，
??????????????????????????????????．
??、?．．
????????」
23456　8　　　　　　　　　　　　　　24時向　　12・5456　8
　　　　第11図　人G（2g）静注負荷時血中G濃度並びに尿中排泄量（総Gについて）
24時圃
第23表　人G（5g）経口負荷時尿中G排泄量（遊離並びに抱合Gについて）
　　　　　　　　健　　　　　康　　　　　例
症　　例
?????
投与前
127．60
120．40
219．30
96．75
99．98
遊　　離　　Gtmg｝
　　　’投　　　与　　　後
・時間 C6－24副2一・・
402．e5
457．95
494．50
496p65
370．86
　　　　　　132．81平　　均　　　　　　±39．51
444，44
±41．93
61．30
212．85
194．00
271．08
157．53
179．35
±69．86
463．35
670．80
688．50
767．73
528．40
　623．80
±101．46
　　　　1
投与前1・時悶1・一・・劇24時間（計・
抱　　合
　　　投
G　｛mg）
与　　　後
447．20
21e．70
328，95
241．87
338．62
313．46
t78．83
307．45
70．95
193．50
195．65
161．25
158．00
174ユ5
150．50
52．67
186．95
460．25
245．10
344．00
248．32
348．20
185．76　1
士75・621
143．79
士44．76
329．55
士71，71
投与前
574．80
331．10
548．25
338．62
438．60
446．27
±81．21
総　　　　G（mg）
、講、．；7．網間、計，’
709．50
528．90
688．00
692．30
532．12
630．26
土60．20
219．30
387．00
344．00
323．57
334．48
323．14
士55．92
928．80
　915．90
1，032．00
，1，015．87
966．60
97工84
±38．74
肝
?
碍 例
症　　例
????
平　　均
投与前
回　　離　　G（皿9）
　　　投　　　与　　　後
・時間・一24醐124時間〔計）
240．80
75．25
101．20
181．60
316．05
207．45
±80．26
1，185．25
1，390．62
1，114．50
899．78
725．63
1，063．15
士230．28
211．06
273．90
189．20
259．07
418．17
270．28
±42．99
1，396．31
1，664，52
1，303．70
1，158．85
1，133，80
1，333．43
±176．91
投与前
331．10
210．70
236．50
257．00
225．75
抱　　合　　G（mg）
　　　投　　　与　　　後
6湘6～24醐．2塒間（計｝
6．P，．27
54．18
48．00
164．47
112．87
252．21
±40．13
　88．36
±38．82
193，57
210．70
189．20
95．68
173．Q7
256，48
264．88
237．20
260．15
285．95
172．57　1　260．95
士38．34　　　　±1625
投与前
571．90
285．95
425．70
438．60
541．80
4 9．67
±98．e8
総　　　　GCmg＞
　　投　　　与　　　後
・輔「・一・・時間・4鯛（計〉
1，247．52
1，444．80
1，162．50
1，064．25
838．50
404，63
484．60
378．40
354．75
591．25
1，652．15
1，929．40
1，540．90
1，419．eO
1，429．75
1，151p51　1　4ce・85　i　1，594・36
±202．13　1　±79．8？　i　±170．13
第24表　人G（2g）静注負荷時血申G濃度（総Gについて）
症例
???????
平均
投与前
2．25
6．45
4．22
6．40
4．75
　5．24
士1．38
健　　　　　康　　　　　例
血中濃度（mg／dZ）　　　　投　　　与　　　後
1時間 ・時間 D・醐・劇・時間
I
16時聞値
前　値
17．20
17．20
24．51
15．91
19．78
18．92
±3．07
9．89
11．18
14．19
13．76
10．75
11．95
士1．43
6．03
9．89
9．30
10．05
7．80
2，88
6．88
7．31
8．60
5．16
8．60　1　6．16
±1・34｛士1・90
2．59
6．88
4．73
6．40
4．75
1．15
1．06
1．12
1．00
1．00
　　　！　1．065．46±II43V　j±610V5
　　　1
?
症例
?????
平均
診断名
肝硬変症
　〃
　　肝臓癌
　〃
投与前
4．73
6．48
3．44
6．60
5．60
　　　碍　　　　　　例
血　　　　中　　　　濃i　　　度　　（mg／de）
　　　　投　　　与　　　後
・劇・mp・・F・・1…F…晒「6時間
21．50
16．77
18．92
15．05
19．78
　5．25　17．60
±1．05　i±2．42
17．20
12．90
13．77
12．04
15．06
13．05
10．75
8．75
10．18
12．04
8．60
7．89
4．73
7．64
7．03
13．34　1　10．59
±1．72　1±1．45
1zisg
5．31
6．81
4．73
7．03
6．60
　6．03
±O．76
6時間値
前　値
し12
1．05
1．37
工．06
1．17
　1．15
士0．10
???
??????????㌧?????
??????????
第25表　人G（2g）静注負荷時尿申G排泄量（総Gについて）
　　　健　　　康　　　例
症　例
尿
?
排
?
量 （mg）
投与前
??????
平　均
560．40
387．00
483．00
482．40
473．00
477．16
±27．80
投 与 後
1時間
624．54
903．00
731．00
754．65
538．06
710．25
±111．87
2時間
?
】??
??
～
??
317．19
544．00
219．30
656．82
290．25
931，37
1，447．00
950．30
1，41L47
828．37
3時間
2一一3
時間 計
　“129．00i　1，070．75
134，37：　1，581．37
180．601　1，130．90
193．50］　1，504．97
184．881　1，013．19
4時間
3・一4
時間
109．65
112．85
129．00
103．20
146．75
計
1，180．32
1，694．22
1，259．90
1，608．17
1，159．22
5時間 1・時間［・時間
4N5
時間
??
～
????
g7．ss！　1，27s．261
　　　　［
il？・10．1　1・iZi・99
Lce．14i　1，716．36
72．241　1，680．41
103．201　11263．12
74．82
24．08
60．20
46．53
113．52
??
～????
「「
計
1，353．081　138．46
1，740．441　36．56
1，438．20［　30．62
1，726．441　46．44・
1，376．64］　63．85
24時間
4i／5111－illE511ill－6iii－1］5S51gllFil1611ilTililiiig・iiki2－Q－s6i　ig“ib・393－s5［：i2q－25［i・4ii・iil
　　　　　　　　　　　±178．33±145桝士206・21i±21・50i±183・39±14・51
80．17
±25．32
1，494．36［　62．60
士151．08　　±29．81
8　nv24
時間
1，491．541　326．75
1，780．00i　207．62
1，773．48i　225．70
　　1
　　F
1，518．82P　330．88
1，430．09j　360．98
1，556．99
±］29ユ2
73．lsl，　1，630．17i　2so．lsl　1，glo．3s
±3916311it6．631　t’51．121　ls7．3s
肝中≒，碍　　例
症例 診断名
尿 山 脚　（mg）
投与前
??｛?肝殿症1537．5。
1！
1／
肝臓癌
！／
367．65
688．00
56L71
306．37
投 与 後
1時間
2時間
IN2　　　計時間，
平均
407．96
572．92
623．60
571．90
716．00
313．90
397．00
361．00
322．501
279，35
721．80
969．97
984．80
894．40
995．35
498－13．i　578・4－81　338・751　9i7・22
　　±88．73i　±39．211　±91．25±127．21
　　　　1
3時間
2－」3
時間 計
4時間計i 5時間
3“一4
時間
4．一5
時一 計
258．00
P　g7g．sol　2go．2si　1，270vs
188．12！　1，158．091　112．751　1，270．841
？IE・igi　1・？？i－egi　el？・991　1・SfiEg
lli課：器1：1螺：1鵠1：l1
214．38
±40 8
1，131．60
±84．53
199．63
±59．11
127．92i　1，398．67
84．pt’　1，355．08
178．12］　1，516．42
109．65！　1，439．47
a5．，g！　ll，a1166
il・ll：塗麟：鶉￥ll：19
　　1
6時間
5r－6
時間
51．00
85．67
66．22
120．40
58．05
??8????
計
??
～??計
1，449．671　61．27
1，440．75i　43．00
1，572．641　74．42
1，559．871　99．76
24時間
8　・v24
時間
IiZ6U，IV，51　Ee166！llgiU，li41　5，’g－lg－2
4
，510n941　483・65
1，483．75i　425．75
11647．061　284．99
11，659．631　274．12
1　i，U－U・‘＝［
・難辮・躍羅翻：1糟｝！
????????
????????????????
???
一
?
計????????
??10
W7
??
?
計
．?????49
O8
R2
R3
R5
????
?．??25f
??
??
?????????，、?、???
???????
人G長期連用前後の負荷実験（軽快群）第26表
度濃
?
限
腹水黄疽
肝機能検査i
尿中BiL
???
黄疽
指数BSPCo－R高田
6時間値度　〔mg／dZ）与　　後
???血
EU値6時間2時間13時間1時閲投与前
前後別診断名症例
????????16
P6
15
T
???????? ???。????????????15．05
10．75
11．60
9．89
???????連用前連用後肝硬変症
?
????
??
???【﹇??40
P6
20
T
10
T
?????????????10．75
10．75
9，89
13．83
10．75
8．60
????連用前場用後〃2
??17
P4
20
T
Rie
Rs
????????????????????????｝11．18
7．73
?????連用前連用後〃3
一
???﹇??40
V
10
X
?????????????????????10．75
10．05
?????88ﾐ
??連用前連用後〃4 ?? ???????????????11．28
10．35
10．85
9．18
?? ???連用前連用後平均
且里排
?
尿
??㎞且里泄
??
排
24時間8時間6時間4時間
　中　投3時間
尿
2時間
計8　一24時　間計
6一一8
時間計
4t－6
時間計
3一一4
時間計
2”v3
時間計
1’v2
時間
1時間投与前
前 後　別症例
1，747．20
1．609．46
277．84
277．78
1，456．67
1．331．61
132．40
54．38
1，324．M
1，277．23
134．32
152．95
1，184．95
1ユ24．58
190．27
188．66
944．67
935．95
254．79
157．02
739．90
778．90
352．90
548．25
387．00
230．65
279．50
301．00
??????
1
1，428．54
1．192．06
420．98
378．40
1，007．56
813．66
74．49
136．75
933．07
676．91
100．35
131．61
832．72
545．30
101．50
112．62
731．22
432．68
213．62
101．58
517．60
311．10
408．50
215．00
159．10
116．10
430．00
367．75
??????
2
1，836．75
1．456．38
264．68
225．52
1，572．07
1，233．86
123．25
60．20
1，488．87
1．117．44
138．65
248．54
1，250．22
868．92
279．50
116．10
970．72
752，82
202．10
122．55
768．62
630，27
271．97
233．27
496．65
397．00
614．90
614．90
??????
3
1，508．67
1，236．42
375．28
240．80
1，132．22
995．62
55．90
72．04
1，076．32
935．48
177．20
72．24
879．32
863．24
122．55
129．00
756．77
734，24
270．90
177．34
585．87
556．87
322．50
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　　a）胆道疾患例
　肝障碍を伴わぬ胆嚢炎2例，胆石症3例においては第12
図の如．く，早朝血中濃度は平均5．20士0．75　mg／d，C，24時間
尿中排泄量は348．50～543．96，平1均459．89士84．37mgであ
り，健康例との差異は僅少である。Gsg経口負荷後の血
中濃度の消長は2時聞値が1時間値よりやや高く，平均
8．6q士1．12　mg／d¢，6時間目においては平均5．46±o．85mg／d巳
でほぼ投与前値に復する。6時間値と前値の比はas　9図の
如く，1．00～1．15で像ぼ正常域である。24．時間尿中排泄：量
は755．77～1，28622，平均1，018．34士204．87　mgで，血中濃
度の消長，尿中排泄量ともに健康例との聞に大差を認め得
ない。
　　b）胃腸疾患例
　胃癌2例，胃潰瘍3例及び漫性腸炎1例については，投
与前早朝時血中濃度は4，30～7．74，平均5．20±0．75　mg／dZ，
24時間尿中韮山雌は　361．20～588．95，　平均47L95±84．34
mgで健康例との聞に顕著な差異は認めない。　G　5　g負荷
後においては1時聞値が全例とも最：高を示し，8．17～12．90，
平均10．10士1，77　mg／d己で，6時間値は4．30～8．17，平均，
6．09±1．34mg／dZと殆んど投与前値に復した。6時間値に
対する前値の比は第9図の如く，1．00～1．20で，この点も
健康例との間に著明な差異は認められない。24時間尿中
排泄量も平均97819±：109．64mgで正常範囲である。
　 c＞腎疾患例
　急性腎炎1例，慢性腎炎4例については，投与前早朝時
血中濃度は4．30～7．78，平均5．94」＝1．29mg／d¢，24時問尿
中排泄量は310，04～481．60，平均394．59±56．54mgで，健
康例との問に著差を認めない。また急性，慢性両者の間に
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も認むべき差異はない。G5g経口負荷後の血申濃度は1時
間値が最高を示し，7．31～11．61，平均9．37」＝1．47　mg／dZで，
6時間目には4．30・一8．13，平均6．01±141mg／d¢と殆んど
前値に復した。6時間値に対する前値の比は第9図の如く，
上00～1．04で健康例との問に差異を認めない。24時間尿rl■
排泄量についても883．05～1，142．61，平：均962．52士96．86mg
で健康例と同様である。
　6）Methionine並びにGの併用経口投与実験：G5g
並びva　dZ－Methionine　2　gを同時に併用経口投与した際の
血中G濃度及び尿中排泄量をG単独負荷時と比較調査し
た。
　G並びva　Methionlne併用負荷後の各例における血中G
濃度及び尿中排泄：量の推移は第13図の如く，G単独投与
時の揚合との間に顕著な差異を認められなかった。
　7）G並びにMenthol併用負荷実験：つぎにG5g並
びにMO．3gを経口的に併用負荷し，その後の血申及び尿
申遊離並びに抱合G量について比較調査した。
　血中濃度についてはng　14図の如く，遊離G濃度の消長
については健康例，肝障碍例ともにG単独負荷時と同様の
傾向を示し，健康例においては投与後1時血目に最高を示
し，6時間日には平均1．86±o．57mg／d£とほぼ投与温温に
復する。また肝障碍例においては遊離G濃度が高く，且つ
最高濃度に達する時問が遅れて2時聞目が最高で6．02～
7．74，平均7．02士。．58mg／d¢を示し，6時品目においても
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3．87～6．88，　平：均4．73±1．01mg／d¢と投与前値よりもかな
り高い値を示す。両者問の1，2及び6時間値の差は推計
学的に有意である。つぎにG及びM併用負荷時の各時間
の血申遊離G濃度とG単独負荷時のそれとを比較するに，
顕著な差異はみられなかった。血申抱合G濃度については
健康例1，2及び6時間値はそれぞれ平均4．58士0．16，4．58
士。、68及び3．58±o。16mg／dZ，肝障碍例においても1，2及
び6時間値はそれぞれ平均3．72±0．53，4．28土O．34及び3．58
±O．16　mg／dtと2時二値が最1高を示した。健康例，．肝障碍
門別の各時間値の聞には有意の差異を認めなかった。G単
独投与時抱合G量と比較すると，併用負荷時の方が対照，
肝障碍例とも単独投与時よりも僅かに高い。
　つぎにこの揚合の陛下G排泄量については，遊離G量
は肝障碍例の方が対照よりも増加を示す。G単独投与時と
の比較では健康例は併用時に明らかに減少するが，肝障碍
例はむしろ増加する。抱合G尿中排泄：量については，健康
例は肝障碍例より増加している。時間的経過をみると，投
与後6時聞までについても，6～24時聞においても，健康
例は肝障碍例に比して増加している。G単独投与時抱合G
排泄量と比較すると，健康例，肝障碍例何れも併用負荷時
に僅かに噌加し，その増加率は健康例の方が肝障碍例より
もやや大である。
総括並びに考按
　1％NRCB浮游液をそのまま使用してGの塁色反応を行
ない，動物及び臨床実験上血中G濃度並びに尿中排泄量の
測定が可能であることを見出した。
　即ちFishman19）のNR法，朝比奈L15）一28）をはじめ本邦
諸家の発表になるNRRC法のさいには，最大の欠点とさ
れる試薬の易変性，終末tE色の不安定性が特に臨床応用の
道を大きく阻んでいるが，この点を修正する目的から安定
なNRCB液を使用し，反応条仲の検討及び従来諸家の方
法との比較を行ない，感度上の問題も含めて一応上述の一
方法を案出した。本法はさらに能勢22）のアルカリ処理法を
応用することにより，総Gのみでなく遊離及び抱合型につ
いても分離測定が可能であることを確かめた，，
　方法を要約すれば．
　血液についてはその2ccをAq。dest　14　ccを加えよく混
和溶液し，0．66　n一硫酸2cc，10％タングステン酸ソーダ
2ccを加えてよく混和し，10分間室温静置後濾過する。濾
液3ccを用に供する（尿はそのままAq－destで50～250倍
に稀釈し，その3ccを使用する）。
　得た資料3ccを；共栓試験管にとり，1％NRCB浮游液
及び濃塩酸おのおの2cc宛加え，密栓してよく混和する。
　そのまま試験管を煮沸水浴中（80。C）で60分間加熱する。
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　ついで5℃以下の冷水中に移し，20分間冷却する。
　ここで95％　Aleohol　5　ccを加え，よく振湯し，煮沸に
より生じた沈澱物が再び溶解するまでよく混和する。
　Toluene　8　ccを加えてよく振期し，着色物をToluene
層中に抽出する。
　45分間静置後Toluene部分を比色する。比色は分光光
電比色計（570mμ）を用いる。
　本法嫡要するに．FishmanI9）法の一変法と解されるべき’
もので，その呈色機構についてはGuerrero39）によれば
Dinaphthylme七hane或V・はXan七こ口ne誘導体としての発
色が説明され，百瀬40）等は不飽和のLactoneの色素が
Methyletherを与え結晶化するものと発表しているが，今
日街關明にされたものとは云えない。　しかしFishmaniO）
がこの呈色物質の抽出に比較的恒常的な濃度を保ちうる
Tolueneに．よることを考案し，　Discheii）等のCarbazole
法がPentoseと反応する非特異性を呈する点に鑑みて，
今日では大分がNRないしNRC法を応用するに至ったも
のである。私はさらこの反応液が温度及び光線による不安
定性を補う意昧でむしろ浮游液の欠点はあっても，NRCB
そのものの使用が充分臨床応用上に便することを見出し
た。
　また抱合Gの分離測定法についてもQuick29）等のEt－
her抽出法と能勢22）のアルカリ分解法を比較した結果，前
者では抽出完了を判定する上に多少の困難が伴なうところ
がら，後者によってこの目的を達することが適当と考えた。
即ち血液は除蛋白濾液3ccをとり，3　n－NaOH　O．1ccを加
え，煮沸水浴中で5分聞加温，後冷却し，上記測定法によ
り測定する。
　尿は5倍液5ccをとり，1n－NaOH　I　cc，　Aq．　dest　4　cc
を加え，煮沸水浴中5下聞加温，冷却後5～25倍に稀釈し，
その3ccを使用し，同様NRCB浮游液使用による測定法
を実施した。
　本法を動物実験及び臨床上に応用して以下の知見を得
た。
　家兎健康対照例の室町時血中G濃度は，総Gとして
11．69士2．52，游離型4．22士O．75さらに抱合型は7．47士0．63
mg／dZを示し，かなりの個体差及び日時変動が認められる
が，爾後の実験に支障となる程の変動ではない。
　人健康対照例については大体5．33士1．00，游離型1．12±
o．57，さらに抱合型は4．21士。．72　mg／d・zであり，この場合
にもかなりの個体差がみられる。
　また前1者の尿中赤潮量：は総Gとして161．47±15．03，灘
離型29．87±6．22，抱合型131．60±17．69mgであり，後者
のそれぞれは446．27±81．22，132．81士39．51，313．46士78．83
．㎎である。
　これを諸家の報告に徴すると家兎についての報告は殆ん
ど見当らないが，人体に関しては測定法を異にする都度多
少の相1違があるがRatish＆Bullowa42），　Fishmani9），
Disch ’］o）・21）等の血中濃度は平均4～9mg／d己の範囲に入
るものである。また尿についても諸家の報告は230～612
mgで，その範囲内を示す。
　これらの点からみても，前述諸反応条件の比較成績から
みても本法の応用価値は充分と考える。
　肝障碍度との関係については，実験的には軽度障碍時に
は血中総Gは対照よりやや増加するが，高度の障碍にさい
してはむしろ減少し，これは尿中排泄量についても平行す
る。
　しかし臨床上には軽度肝障碍ではわっかに対照より増加
の傾向を示し，比較的重症例で・もさらに増量を認めた。
　文献上宝機能との関係に触れたものはかなりに多いが，
それらの成績は著差なしとするFishmanig）等，上昇を報．
回する河田’］6），或いは障碍高度の時は減少するとの報告が
あり，私の成績で動物実験及び臨床成績の不一致をみたこ
とは，その肝障碍度，肝外要約を含めて考えるならば，む
しろ当然と考えねばなるまい。
　これを弓台及び抱合G別にみると，家兎では肝障碍軽度
の時は抱合Gの増加が血中に一時みられるが，金般的には
忽ちむしろ減少に傾き，尿中でも総体的に減少をみる。こ
れに反し面隠Gはやや増加を認める。高度障碍時には何れ
も滅少を来す。
　臨床知見は恰もこの前者に相当し，抱合Gの滅少と游離
Gの増加が血液及び尿中に認められる。
　このことは軽度肝障碍時抱合機能の減退によって営まれ
るものと考える。
　つぎにGを径口投与しfcさいのこれらの消長をみると，
　動物及び臨床実験両者を通じ明らかに肝障碍時血中G
濃度は対照よりも高く，且つその点に達する時間が遅れる。
その場合勿論游離型Gが支配的に高値を示し，抱合能の減
退を指向するものの如くであるが，負荷Gが抱合Gを形
成するためにはGにより抱合されるべきAgluconeの存
在が必要とされ，俄かに論断することは早計であろうが，
それに合致するかの如く重症群程この傾向は著明であ惹、
またこの関係は尿中総G及び游離Gの増加として認めら
れJ私の実験範囲ではFishmanlt）），　Suedhof2d））．井上30），
Schwelling鋤等の成績との聞にi垂離を認めない。
　本研究成績よりみて，私はG負荷法により肝機能検査法
としての応用が可能であることを発見した。即ち早朝照映
時にG5gを内服せしめ，その6時問目と投与前の血中G
濃度（総：Gとして）を測定して，両者比をとる時は，健康
対照例は殆んどが1．0前後であるが（即ち6時聞目までに
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負荷Gは排泄されつくす），肝障碍例は1．0以上の高い値
（即ち6時聞目になほ排泄しき’らない〉を示す。この関係は
第9図の如く，臨床経過と全く平行した成績を示した。特
に長期間G連用例の場合その経過の途中においてこの現
象を以って他の2，3の機能検査に先んじて予後を確かめ
ることが出来たことは注記さるべきであろう。
　負荷GはAgluconeの存在下では抱合作用に関与する
ものと考えられる。即ち家兎のG及びMの単独負荷並び
にG－Mの併用実験により，それぞれの体内G消長を比較
する時G－M併用負荷時の血中G濃度，尿中排泄量が僅か
乍らその抱合型について増加を示す。
　さらにこのことは肝障碍群よりも対照群で歴然と認めら
れることは，肝機能が抱合機転に主役を演ずるとの一つの
証明ともみられよう。：交献的にはFishman37），　Embden43）
等の見解に一致するが，私の今回の条件下ではなほ統計吟
味上有意とは云えず，臨床実験でも矛盾するところはない
が完全にこれを支持するほどの成績を得なかったので，今
後の追求に侯たねばならないと考えている。
　本法は静脈内投与法によっては目的を達し得ない。
　この点は経口的に門脈系より肝に入る過程が重視さるべ
き’ことは自明のことでもあるが一応実験上さらにこれを確
かめることが出来た。Huerthle44）は注射されたGの90％
は利用されることなく排泄されるというが，この点に一致
するともいえよう。
　なほ話声胃腸疾患について吸収機転上に何らかの差異が
ありはせぬかと見たが著変なく，排泄上腎疾患を対象にし
たか，この場合にも健康対照例と同じ成績を得た。
　またMethionineの併用も何ら影響するところのないこ
とを確かめた。
　人についてMenthol・Gの併用実験を行ない抱合作用と
の関係をみたが，量的関係もあるか勿論有意とはいえない
が，動物実験上の成績とほぼ平行する結果を得た。
　これらの補足実験は勿論その時間的，量的条件等の上で
なほ検討する余地を残すし，また代謝過程にはFishman37）
のいう如く，酵素活性の関与が密接不離の関係にあるとす
れば，今後この方向の臨尿的な追求の余地もあり，今後の
究明により解決されなければならない点と考えている。
　私の実験は臨床応用上比較的簡易なNRCB使用法を案
出し，これを動物及び臨床実験上に応用し，負荷Gの運命
を中心にした2，3の基礎的検討を経，　さらに一つの肝機
能診断法としてめG負荷法を提唱したものである。
結 論
　1）NRCB浮游液を直接使用して血巾並びに尿中G測
定を行なう：方法について基礎的検討を行ない，ほぼ満足す
べき測定法を定めた。
　2）本法を動物実験に応用し，成熟家兎のChloroform
肝障碍の過程における血中G濃度の消長は，一時的に増加
を示して後衣第に減少する。この一時上昇は抱合Gの増加
によるが，減少時にも抱合Gの変化が主で，磁心Gには
差異の無いことを認めた。尿中排泄量も減少するが，特に
抱合Gが滅少し，游離Gは一時むしろ増加する。　しかし
高度肝障碍時には何れも減少した。
　臨床的に同様の観察を験みるに肝障碍例では血液，尿何
れも抱合Gの減少と游離Gの軽度増加がみられ，総Gと
しては僅かに対照値を上まわる傾向を示したが，推計学的
には有意差とはいえない。要するにこれら体内Gは肝機能
との関係が密接で，その障碍の程度により消長は不定であ
る。
　3）Gを経口的に負荷すると，肝障碍例は明らかに血中．
濃度が対照例に比して高く，且つ投与出語高値に遠するま
での時間が遅れ，また負荷前言に復するまでの時聞が延長
する。尿中排泄量もこれに伴なって増加する。この差は主
として青島G量の差に基づくものであって，血中抱合G
量については肝障碍，対照聞に差異はない。尿中排泄量も
明らかに肝障碍例が減少を示す。
　4）M及びM－G負荷実験の結果，負荷GはAglucone
存在下では抱合作用に関与し，この揚合肝機能状態の影響
をうけるものと考える。
　5）人についても動物実験と同様の成果を得たが，特に
Gを早朝階前時に5g径口投与し，6時出目の血中G濃度
を測定して，投与前値に比較する時，前面より大きい濃度
を示す場合は肝機詣障碍と判定しうる。その比率の大小に
より機能変化の程度を判断し，従ってまた疾病の予後の判
定にも資しうる。
　6）長期G連用肝疾患々者の経過を前項の方法で観察
し，予後の良否を決定出来た。
　なお他の2，3の機能検査所見を平行調査し本法がかな
り鋭敏であることを認めた。
　7）負荷Gの消長に関連し，なお2，3の補足実験を試
み，瀞脈内投与法によっては明瞭なG代謝過程えの関与を
推察し難く，肝以外の疾患でも健康対照例と同様の経過を
認めた。
　なお肝障碍例でMethionine併用を行ったが，　G消長の
上での痛心をみなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．2．19受付）
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